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平成２７年度事業評価監視委員会（第４回）資料

道路事業 事後評価

⼀般国道１３号 上⼭バイパス

資 料 ８

平 成 ２ ８ 年 ３ ⽉ ２ ⽇
国⼟交通省 東北地⽅整備局

かみのやま
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上山バイパス

福島県

山形県
宮城県

岩手県

秋田県

青森県

事業完了後５年経過

【標準横断図】

28.0（完成）

3.5 2.0 3.52.07.0 7.03.0

3.52.07.02.0

14.5（暫定）

単位：m

１．事業の⽬的と概要 （１） 事業完了後５年経過

○計画概要
起終点 ：⾃）⼭形県南陽市川樋

⾄）⼭形県⼭形市蔵王半郷
延⻑ ：１７．２ｋｍ
幅員 ：２８．０ｍ
道路規格 ：第３種１級
設計速度 ：８０km/h
都市計画決定：平成９年度
事業化 ：昭和５４年度
⽤地着⼿ ：昭和６１年度
⼯事着⼿ ：昭和６２年度
全線開通年度：平成２２年度（H2２.１２）

○事業⽬的
・交通渋滞の解消
・隘路解消による交通事故の抑制

位置図

平⾯図

標準横断図

なんようし かわとい

や ま が た し ざ お う は ん ご う

４車線

２車線

対象区間

高規格幹線道路

一般国道

主要地方道

一般県道

H22ｾﾝｻｽ交通量

［凡 例］

至 米沢

Ｔ’10=24,352（台/日）

山形県上山市金生

上
山
バ
イ
パ
ス
（延
長
＝
17.

2
㎞
）

か
み
の
や
ま

かみのやま かなおい

起点 山形県南陽市川樋
なんよう かわとい

山 形 市

上 山 市

南 陽 市

至 東根

2車線
L＝5.5㎞

4車線
L＝1.2㎞

2車線
L＝4.8㎞

458

348

Ｔ’10=25,843（台/日）

Ｔ’10=34,046（台/日）

Ｔ’10=36,763（台/日）

山形
上山ＩＣ

（仮）上山IC

4車線
L＝5.7㎞

山形県上山市川口
かみのやま かわぐち

山形県

上山市中山
かみのやま なかやま

終点 山形県山形市蔵王半郷
やまがた ざおうはんごう

13

13

Ｔ’10=32,518（台/日）



2 ▲山形県 国道13号の整備状況

１．事業の⽬的と概要 （２）
①

⼀般国道１３号
上⼭バイパス

⾄ ⽶沢

⾄ 天童

④

⼀般国道１３号
上⼭バイパス

⾄ ⽶沢

⾄ 天童

② ⾄ ⽶沢

⾄ 天童

⼀般国道１３号
上⼭バイパス

③ ⾄ ⽶沢

⾄ 天童

⼀般国道１３号
上⼭バイパス

山 形 市

Ｔ’10=24,352（台/日）

上山市役所

至 天童

458

348

13

458

13

山形上山ＩＣ

山形新幹線・ＪＲ奥羽本線

上 山 市

※一部2/4

２車線
L=5.5㎞

４車線
L=1.2㎞

２車線
L=4.8㎞

４車線
L=5.7㎞

Ｔ’10=25,843（台/日）

Ｔ’10=34,046（台/日）

Ｔ’10=36,763（台/日）

Ｔ’10=32,518（台/日）

（仮）上山ＩＣ

Ｈ22年度開通
（2/4）

Ｈ19年度開通
（4／4）

Ｈ14年度開通
（2/4）
L=2.3㎞

Ｈ9年度開通
（4/4）3.3㎞

Ｈ4年度開通
（2/4）
L=2.5㎞

H10年度開通
（4/4）L=1.0㎞

S60年度開通
（4/4）L=1.4㎞

※S61年度
（2/4）

※S54年度
（2/4）

上山バイパス （延長＝17.2㎞）
か み の や ま

至 米沢

①

②

③

④

対象区間

現道区間（国道１３号現道）

H22センサス交通量

人口集中地区

［凡 例］
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道路整備による交通状況の変化
現道（国道１３号）

▲国道13号現道 上山市中山付近の
混雑状況 （H22.11）

▲国道13号 現道
（H27.12）

①開通前

②開通後 ③開通後

▲国道13号 上山バイパス
（H27.6）

２．整備状況

道路整備による交通状況の変化
新道（上山バイパス）

上
山
バ
イ
パ
ス

山形上山ＩＣ

（仮）上山ＩＣ

山形市

上山市

南陽市

至 米沢

348

13

458

13

Ｎ 至
天
童

①

②

４車線

２車線

対象区間

高規格幹線道路

国道

県道（主要地方道）

県道（一般県道）

［凡 例］
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３．事業効果の発現状況（新聞掲載記事抜粋）

資料：⼭形新聞（H22.12.12）

資料：⼭形新聞（H22.12.13）
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4,054  4,398  3,565 
5,806 

1,730  1,785  1,597  1,624  1,112  1,093 

1,281 

1,399 

6,396  6,345  6,476  6,341 
6,199 

5,020 

17% 18% 14%

22%

11% 10% 9% 11% 6% 6%

13%

11%

25% 24% 22% 18% 18% 16%

‐100%

‐80%

‐60%

‐40%

‐20%

0%

20%

40%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

S58 S60 S63 H2 H6 H9 H11 H17 H22 H27
旧国道１３号 上山ＢＰ 旧国道１３号大型車混入率 上山ＢＰ大型車混入率

（百台/日） （大型車混入率）

▼ 国道１３号現道及び上⼭バイパスの⼤型⾞交通量の推移

23,584  24,415  26,053  26,114 
15,586  17,515  16,852  14,976  17,158  16,868 

9,869  12,814 
25,654  26,525  29,212 

34,770  34,046  31,590 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

S58 S60 S63 H2 H6 H9 H11 H17 H22 H27

（百台／日）

▼ 国道１３号現道及び上⼭バイパスの交通量の推移

上
山
バ
イ
パ
ス

山形市

上山市

南陽市

至 米沢

348

13

458

Ｎ

◆上⼭バイパスの整備に伴い、国道13号現道の交通量が減少し、上⼭バイパスの交通量は増加
◆⼤型⾞の交通量も同様に国道13号現道は減少し、上⼭バイパスは増加

交通量３．事業効果の発現状況（１）交通量の状況

出典：Ｓ58～H22道路交通センサス H27実測値（H27.12）

⑥H22
開通
(2/4)

⑤H19
開通
(4/4)

④H14
開通
(2/4)

①H4
開通
(2/4)

②H9
開通
(4/4)

③H10
開通
(4/4)

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

6,600台
減少

■国道13号現道

■上山BP

山形上山ＩＣ

国道１３号現道

断面①

13

断面①

至
天
童

S54事業化
① ② ③ ④ ⑤ ⑥

S54事業化

４車線

２車線

対象区間

高規格幹線道路

国道

県道（主要地方道）

県道（一般県道）

［凡 例］

H27:24,700台/日
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◆上⼭バイパスの開通により、渋滞ポイントとなっていた中川交差点、中⼭交差点を含む区間の⾛⾏速度が向上
◆速度向上や交差点の渋滞解消により、交通混雑を緩和

交通量３．事業効果の発現状況（２）交通混雑の緩和

0

2

4

6

8

10

12

0

500

1,000

1,500

H14 H20

最大渋滞長 通過時間（ｍ） （分）

開通前 開通後

▼ 川⼝交差点の渋滞⻑の変化

1,200m

0m

7分

0分

H19開通

上
山
バ
イ
パ
ス

山形市

上山市

南陽市

至 米沢

348

13

458

Ｎ

H22
開通
(2/4)

H19
開通
(4/4)

H14
開通
(2/4)

H4
開通
(2/4)

H9
開通
(4/4)

H10
開通
(4/4)

山形上山ＩＣ

国道１３号現道
渋滞ポイント

13

至
天
童

渋滞解消

開通前

開通後
４車線

２車線

対象区間

高規格幹線道路

国道

県道（主要地方道）

県道（一般県道）

［凡 例］

中川交差点

中山交差点

川口交差点

▼ 区間①の⾛⾏速度の変化
開通前

開通後

31.2

47.3

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

H17 H22

（km/h）

16km/h
向上

開通前 開通後

区間①
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68
63 61

51 52

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

S60 H2 H11 H22 H27

(分)

▼ 南陽市〜⼭形市の所要時間の変化

◆上⼭バイパスの開通により、都市間（南陽市〜⼭形市間）の所要時間が短縮
◆道路利⽤者も、買い物や通勤における所要時間の短縮を実感

所要時間３．事業効果の発現状況（３）所要時間の短縮

・通勤時間が⼤幅に短縮された。また、冬期の通⾏
が円滑になった。

・休⽇の買い物で⼭形市など上⼭⽅⾯へ⾏く事が多
く、時間短縮になって良かった。

資料：Webアンケート ⾃由意⾒

出典：（南陽市役所～山形市役所）

S60～H22 道路交通センサス、

H27 民間プローブデータ

（H27.9～H27.11 平日朝夕ピーク時平均）

１６分短縮

短くなった
77%

変わらない
22%

⻑くなった
1%

約８割の利⽤者が
時間短縮を実感

資料：【Webアンケート】N=400

▼ 上⼭バイパス利⽤時の移動時間

①②③ ④ ⑤ ⑥

上
山
バ
イ
パ
ス

山形市

上山市

南陽市

至 米沢

348

13

458

Ｎ

⑥H22
開通
(2/4)

⑤H19
開通
(4/4)

④H14
開通
(2/4)

①H4
開通
(2/4)

②H9
開通
(4/4)

③H10
開通
(4/4)

山形上山ＩＣ

国道１３号現道

13

至
天
童

▼ 冬期の円滑な⾛⾏状況

H28.2

４車線

２車線

対象区間

高規格幹線道路

国道

県道（主要地方道）

県道（一般県道）

［凡 例］
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41

8
53.2 

29.3  0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

0

10

20

30

40

50

H13 H25

死傷事故件数
（件／年）

死傷事故率
（件／億台キロ）

（開通前） （開通後）

0.0 20.0 40.0 60.0

バイパスは走りやすいから

沿線の出入りがなく、自動車や歩行者の飛

び出しが少なく、安心して通行できるから

国道13号現道に比べて信号交差点がく少

なく走行しやすくなった

移動時間が短縮した為、運転時に余裕が

できたから

冬期の運転時に余裕ができたから

（％）

◆上⼭バイパス開通後、国道１３号現道の死傷事故件数は⼤幅に減少
◆上⼭バイパス利⽤者も、⾛りやすさや時間短縮による余裕等により安全性の向上を実感

事故

出典：各年事故統計データ

３．事業効果の発現状況（４）交通事故の減少

▼ 国道１３号現道における事故発⽣状況の変化

大幅に向上し

た 19%

やや向上した
53%

変わらない
17%

やや向上した

悪化した
5%

やや悪化した
5%

大幅に悪化

した 1%

資料：【Webアンケート】N=400

「向上した」の
回答数が

約７割

上
山
バ
イ
パ
ス

山形市

上山市

南陽市

至 米沢

348

13

458

Ｎ

国道１３号現道

13

区
間
②

区
間
①

▼ 上⼭バイパス利⽤時の安全性の変化

資料：【Webアンケート】N=300

山形上山ＩＣ

⑥H22
開通
(2/4)

⑤H19
開通
(4/4)

④H14
開通
(2/4)

①H4
開通
(2/4)

②H9
開通
(4/4)

③H10
開通
(4/4)

４車線

２車線

対象区間

高規格幹線道路

国道

県道（主要地方道）

県道（一般県道）

［凡 例］

区間① 区間②
至
天
童

33件減少

29

13
80.5 

29.4 
0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

0

10

20

30

40

H8 H11

死傷事故件数
（件／年）

死傷事故率
（件／億台キロ）

16件減少

（開通前） （開通後）



9

上
山
バ
イ
パ
ス

山形市

上山市

南陽市

Ｎ

348

13

458

13

至 天童

至 米沢

山形大学医学部
付属病院

３．事業効果の発現状況（５）医療施設へのアクセス向上

▼搬送先の市町村別割合

年間900件以上を⼭形市内の病院へ搬送

資料：上⼭市消防本部 提供

上山市

31.3%

山形市

68.1%

南陽市

0.1%

高畠町

0.1%

川西町

0.2%
米沢市

0.0% その他

0.3%

⼭形市内への
搬送が
約７割

【山形市内の主な搬送先】
山形大学医学部附属病院
山形市立病院済生館 等

救急搬送
件数（H27）
1,379件

◆上⼭消防署管内からの救急搬送のうち、約7割が⼭形市内の病院へ搬送
◆上⼭バイパスは国道１３号現道に⽐べ、信号交差点数も少なく時間短縮や安定搬送に寄与

・上⼭バイパスと国道13号現道とのダブルネットワーク
となり救急搬送上良くなっている。

・国道13号現道は信号も多く、急ブレ－キをかけない
よう注意しながら運転していたが、バイパスができて安
全に⾛⾏できるようになった。

資料：H2８.1ヒアリング調査結果

国道13号現道を利用した搬送ルート

上山バイパスを利用した搬送ルート
搬送が多い地区

上
山
バ
イ
パ
ス

山元地区

中川地区

宮生地区

東地区

本庄地区

西郷地区

中山地区

本庁地区
上山バイパスを利用
し、山形市内へ搬送

山形市

南陽市

▼上⼭バイパスを利⽤した搬送が多い地区

2022

34

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

H27H22S60

（分）

▼上⼭市から⼭形市への搬送時間の推移

出典：S60、H22道路交通センサス、H27民間プローブデータ

（H27.9～H27.11 平日朝夕ピーク時平均）

※中山地区～ 山形大学医学部附属病院間

１４分
短縮

H22全線開通

国道１３号現道ルート
34分

上山バイパスルート
２０分

中山地区

国道13号現道 16箇所

上山バイパス ７箇所

▼信号交差点数

44％減
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H27
立地企業数

34社

◆ 上⼭バイパスの開通以降、沿線には⼯業団地が⽴地、H22の全線開通以降も企業進出が増加
◆ 企業誘致時はアクセスの良さをPR、企業進出に伴い社員数も増加し雇⽤を創出
◆ H23以降、沿線地域における企業⽴地による経済効果は約300億円

物流３．事業効果の発現状況（６）企業の⽴地、雇⽤を創出

・⼯業団地造成、分譲箇所の選定における⼀因として上⼭バイパスとのアクセスの良い場所を選定,
また、企業誘致の際も上⼭バイパスとアクセスの良さをＰＲしている。

資料：H28上⼭市ヒアリング

山形市

上山市

南陽市

Ｎ

至 米沢

蔵王の森工業団地
（H6分譲開始）

蔵王フロンティア工業団地
（H21分譲開始）

上
山
バ
イ
パ
ス

348 13

458

13

458

蔵王みはらしの丘
（H15分譲開始）

新北浦工業団地
（H3分譲開始）

▼上⼭市への企業進出状況

▼進出企業の社員数

＜工業団地、事業所の立地＞

：既設工業団地

：新規企業立地 （1～2件）

：新規企業立地 （3～4件）

：新規企業立地 （5件～）

※H19以降の立地及び計画決定件数

1 1 3 4
7

11

1
2

1
3

4

5

0

5

10

15

20

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

進出数

累計

H22全線開通

290 290 340 350 380 450
290

50 10 30 70

230

0

200

400

600

800

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

増加数

累計

全線開通以降
13社が進出

⑥H22
開通
(2/4)

⑤H19
開通
(4/4)

④H14
開通
(2/4)

①H4
開通
(2/4)

②H9
開通
(4/4)

③H10
開通
(4/4)

上山工業団地
（S53分譲開始）

至
天
童

（社）

（人）

平成２３年以降の
企業立地*による

経済効果は約300億円

＊）企業⽴地による経済波及効果は今後の予定を含む 資料：総務省 H23産業連関表(H27.6)を元に試算
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H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

新規大型小売店舗 前年までの累計店舗数店舗数（店）

◆上⼭バイパス沿道のエリアは、交通利便性が⾼いため、観光客を含めた集客も視野に⼊れた開発が進んでいる。
◆上⼭バイパス全線開通後、上⼭市内では、新たに複合施設を含めた⼤規模商業施設が４店舗⽴地し雇⽤を創出。

３．事業効果の発現状況（７）商業施設の⽴地

複合施設
（⼤型⼩売り店舗２店を含む１４店舗）

H24.10オープン

⾷品スーパー
H25.12オープン

▲ 上⼭バイパス整備後における
上⼭市の⼤規模商業施設の⽴地状況

（仮）上山ＩＣ

① ⾄ ⽶沢

⾄ 天童

⼀般国道１３号
上⼭バイパス

①

資料：全国⼤型⼩売店総覧2016年版（上⼭市）

全線開通したH22以降、
新たに４店舗が⽴地

総合スーパー
H27.8オープン

▼ 新規⼤型⼩売店舗の⽴地状況

・上⼭バイパス沿道に新たに⽴地した複合施
設では、交通利便性の良さから、観光客も集
客の対象となっている。

・また、施設内で働く従業員は３００⼈を超
え、中⼼市街地の活性化に寄与するととも
に、新たな雇⽤を創出。

資料：上⼭市提供資料

H22全線開通

複合商業施設

上
山
バ
イ
パ
ス

山形市

上山市

南陽市

至
天
童

至 米沢

348

13

458

Ｎ

13

４車線

２車線

対象区間

高規格幹線道路

国道

県道（主要地方道）

県道（一般県道）

［凡 例］
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評価対象区間の並⾏区間（国道１３号現道）については、開通後に環境騒⾳調査を実施。完成後は環境基準を達成しており、
良好な沿道環境を形成している。

４．費⽤対効果分析の算定基礎
○全体事業費

前回（Ｈ２２）評価時 ： ４５０億円（完成） ３７２億円（暫定）
事後（Ｈ２７）評価時 ： ４５０億円（完成） ３７２億円（暫定）

○計画交通量（Ｈ４２）（完成４⾞）
前回（Ｈ２２）評価時 ： ２２，８００台／⽇
事後（Ｈ２７）評価時 ： ２３，０００台／⽇

○実測（Ｈ２７）交通量 ： ２４，７００台／⽇（暫定２⾞線）

６．事業を巡る社会経済情勢等の変化

７．対応⽅針（案）

５．事業実施による環境の変化

○⾼規格幹線道路の整備状況
・東北中央⾃動⾞道 H 9年 11⽉ ⽶沢南陽道路⽶沢北IC – 南陽⾼畠IC間 開通。

H14年 9⽉ ⼭形上⼭IC - 東根IC間 開通。
H18年 2⽉ 東根 - 尾花沢が新直轄⽅式に切り替わる。
H22年 2⽉ 全線が無料化社会実験の対象区間に指定される。
H24年 4⽉ 地域活性化インターチェンジとして福島⼤笹⽣IC・⽶沢中央IC(仮称)・東根北IC(仮称)・

村⼭⼤⽯⽥IC（仮称）・村⼭北IC（仮称）の連結許可がおりる
H26年 11⽉ 尾花沢新庄道路・尾花沢IC - 野⿊沢IC間 開通により同道路が全線開通

事業当初の⽬的に対し、交通混雑の解消や事故抑制による安全な交通の確保等の効果を発現しており、今後の事後評価及び改善
措置の必要はない。

（参考）費⽤便益⽐ ： ３．７


